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今年も、 もう後半を迎えました。 今年はワールドアニマルネットワーク （WAN） にとって、 本当に色々

なことがありました。 ３月にはいつもの動物理学療法のセミナーがメルボルンで開かれ、 ８月にも日本

での、 動物理学療法のセミナーのために、 ミシェル ・ マンクを連れていきました。 そうそう、 ワールド

アニマルネットワークが企画して、 取材のコーディネートをした TV 東京のポチたまが、 好評のうちに６

月と７月に放映されています。 猫のリゾート、 スティーブ ・ オースティンのテレビ犬、 メルボルンのサー

カスドッグ、 そして、 ディンゴの話です。

また８月には、 PIAA、 オーストラリアで唯一のペット産業協会の展示会に参加

しました。 今年は、 この後、 ミシェル ・ マンクのセミナーがまた９月に開催され、

１０月には九州動物学院がスティーブ・オースティンのところに研修に、１２月には

いよいよバーバラのセミナーも日本で実施されることになりました。 詳細をご連絡

しますから奮ってご参加ください。

今年はこの後もミシェルと一緒に開発したエキササイズ ・ ドガティスの出版も企画

しています。 私も痛めた首と肩と手を治しにせっせと理学療法に通っています。

これもまた勉強なので。
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ミシェル ・ マンクのセミ
ナーから始まった日本で
の動物理学療法の波は、
あちこちに広まって、 今 、
日本全国で様々な活動が
生まれてきました。

このセミナーの役目は、
動物理学療法の基礎を学
ぶと同時に、 現場でリハ
ビリを行う方々にフォーラ

ム （広場） を提供していることだと思います。 前の
ニュースレターでも既にお知らせしましたが、 アルマ
動物病院では、 セミナーで意気投合した獣医師とセ
ラピストが、 今 、 リハビリのためのクラブを作って健
闘しています。

熱心と言えば、 ミシェル ・ マンクの最初のセミナーに
院長と看護士の方が来ていただき、 その後４人も看
護士の方々が、 ９月にはまた２人と、 病院ぐるみで
セミナーに参加してくださっているのは、 埼玉の木村
犬猫病院です。 木村犬猫病院では、 やはりセミナー
に参加して熱心にリハビリマッサージを広めているマッ
サージセラピストの安居院さんを獣医医院内に常駐し
てもらって、 対応をしていると聞きました。 木村院長
の話では、 マッサージで大変素晴らしい効果が上
がっているということでした。

リハビリの波は、 全国に広がっています。 実 は 、
今 回 、 ミシェル ・ マンクを呼んでくださった方々の中
に、 山梨や八王子にクリニックを持っているノア動物
病院グループがあります。 今回はこのノアの山梨の
クリニックでミシェル ・ マンクがセミナーをさせていた
だきました。 ３つのクリニックのスタッフ全員が集まっ
てのセミナー。 大きなセミナー室にも驚きました。 林
院長の話ではティーチングホスピタルを目指していると

いうことですから、 充実
した施設はそのためなの
だとうなずけました。

さて、 このセミナーで、
スタッフの方々から次の
ような感想を頂きました
ので、 一部ご紹介いたし
ます。
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- 外科手術後、 立てない子はそのままケージレストし
ていましたが、 今後はリハビリによって状態が少しでも
改善する子が出てきてくれるといいな、 と思います。

- マッサージや、 水中トレッドミルでがんばって歩こうと
する子たちの姿に感動しました。 また、 家庭でできる
マッサージは様々な種類があり健康な子にも教えられ
るものもあるんだな。 と、 とても興味深いセミナーで
した。 ありがとうございました。

- 実際に目でみることができて、
とても良い経験でした。 リハビ
リの方法も勉強になりました
が 、 やはり飼い主さんとのコ
ミュニケーションの重要性、 動
物それぞれにあったプラン立て
など、 普段の仕事にもつながる部分や大切なことを学
べました。

- 今までやってきたことと、 現在のリハビリの常識は全
く違っていたことに驚き。 でも、 日本の多くの獣医師
は 、 今のリハビリの常識を知らないんじゃないかな。
それがもっともっと広がってほしいと思います。

- 今までケージレストが当たり前だと思っていたのにそ
んなことは時代遅れ！水中リハビリやマッサージがあ
るのよ！という、 ここまで動物医療が進んでいるんだ
なということに驚かされました。

- 歩けなかった子が、 自分で歩こうとする姿をみてい
つか自分で歩き出すのではないかという希望を見た気
がします。 リハビリってすごい。

- 今回貴重な体験をさせて頂き感謝しております。
今回のセミナーに参加させていただいて感じたことは、
オーストラリアと日本の違い、 どんな子にも可能性が
ある、 そしてもっと知識や技術を身につけなければい
けないということでした。

- 私は自分が卒業した専門学校で実際に水泳や電気
刺激によるリハビリをしていました。 ですが、 ミシェル
が話していたようにしっかりとした知識や技術を身につ
けていなかったため、 私自身それが意味があるもの
なのか分からず行っていました。
そんなことを考えながらセミナー
を受けていました。 でも今回の
セミナーでお話を聞いてしっかり
とした知識や技術をもって行えば
その子の可能性を引き出せると
いうことを教えていただきました。

- 獣医学 + 理学療法を同時に行なっていくことで、 ク
ライアントへの教育、 患者へのQOL の向上など今ま
で以上に幅広く高度なヘルスケアが可能となることを
学びました。 また理学療法を取り入れ事でクライント
と動物病院との絆を一層強くにすることができると感じ
ました。

- ミシェルが実際に歩行やマッサージを行いクライアン
トの状態を見てゆくのを見させて頂いて、 クライアント
の 「声にならない声を聞く」 ことはVTの役割の動物
看護ににも通じるところがあり、 とてもやりがいと興味
を感じました。 今後はしつけや健康管理の分野に繋
げることで新たな試みが広がることに期待し私も積極的
に学んでいきたいと思います。

このように感動的な感想をいただき、 私もミシェル ・ マンクも本当に嬉しく思います。 ノアグループで

は 、今後も引き続きセミナーの実施などを考えているようで、 私たちも励まされます。

ノア動物病院のスタッフの感想
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８月には、 平和島にあるペットメディア社の教室をお借り
してハイドロセラピーコースも実施しました。 今後はもっと
このハイドロセラピーを実施していく予定です。 このセミ
ナーには、 レーシングドライバー社の小型 ・ 中型犬用の
水中トレッドミルを使用させていただきました。 大変堅固
に出来ており、 しかも軽量で、 ジェットスパや、 マイクロ
バブルもついているというトレッドミルにミシェル ・ マンク
も大変満足でした。 話を伺うと、 様々なクリニックでトレッ
ドミルの導入を考えているところが多いということが分かり
ました。
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オーストラリアのペット産業は今、
大変好況です。 特に、 グルーミン
グやボーディングケネルと言われる
ペットホテル業界は、 大好況。私
たちWANは 、 日本の製品やオー
ストラリアの私たちの提携製品を紹介するために
展示ブースを出しました。
日本からは今回、 レーシングドライバー社の
製品を紹介したり、 OX社の犬の車椅子を紹介
して、 大きな注目を集めました。

今 後 、WANは日本の企業で、 オーストラリアに進出したい企業や、 オース
トラリアの市場を開拓したい企業のアシストをする予定です。

重要なのは、 単に導入するだけでなく、 水中ト
レッドミルをどのように使うかを知ることだと思
います。 ノウハウなしに、 製品を導入されるの
は大変無駄なことではないでしょうか。 今後、
レーシングドライバー社の製品を導入される方に
は、 セミナーへの招待や、 質問の受付などをさ
せていただきますので、 ご連絡ください。
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｢ペット自然療法事典｣

産調出版

獣医師会長 山根義久監修

いいいいいよよよよよいいいいいよよよよよ！！！！！バババババーーーーーバババババラララララのののののセセセセセミミミミミナナナナナーーーーーををををを１１１１１２２２２２月月月月月ににににに実実実実実施施施施施

レーシングドライバーの連絡先
〒 663-8003
兵庫県西宮市上大市 2-1-32-217
Tel　0798-51-8274　　
Fax　0798-51-8755
Email　y.tajima@dogwash-unit.com　
担当 ： 但馬さん

レーシングドライバーの片山さん
（左写真） と一緒に

日本の企業で、 オーストラリア進出を希望する方はぜひご連絡ください。

食育協会を主宰して、 多くの飼い主たちに、
安全な食事作りを教えていらっしゃる Dr須永
恭弘と、 栄養学の権威でもあり、 世界的なホ
リスティック獣医師としても名声を誇る、 Dr.
バーバラ ・ フュージェーが 12 月に日本に行く
ことになりました。
12 月の7日と 11 日には、 大阪と東京で、

Dr須永と一緒に、 一般のペットの飼い主のための食事のセミ
ナー。 ホリスティックな視点も、 一般の飼い主に伝えていきま
す。 この週にはまた獣医師のためのホリスティックセミナーも実
施します。 セミナーについての詳細は、
９月中に決定しますので、 関心のある方はぜひご連絡下さい。

尚、｢愛犬の友｣に３ヶ月間 “DRバーバラに聞きましょう”という

ホリステック獣医治療についての記事が連載されます。

オスティオマット
術後すぐの動物たちや関節
炎などの問題を抱えている
犬や老犬のために作られた

オスティオマット。

マッサージマット
患者犬のエキササイズや
マッサージさせるための
マッサージマット。

上記2つのマットはドッグワンギンザで扱っています。

ドッグワンギンザの連絡先
〒 104-0061 東京都中央区銀座 2-14-17
第2渡辺ビル 3F
Tel  03-3546-7370    FAX  03-3546-7371
Email  dogone@dogcare-msg.com　
担当 ： 安居院 （アグイ） さん


